
ナラティブで編まれる地域交通コミュニティ形成と

人材育成プログラム

戦略的イノベーション創造プログラム（SIP）第３期

スマートモビリティ・プラットフォームの構築

【サブ課題Ⅰ】 モビリティサービスのリ・デザイン

筑波大コンソ



1-1 スマモビ全体のビジョンとサブ課題の構成

2

●利便性が高く、持続可能なモビリティ・

サービスが提供される社会

◆まちづくりと移動サービスが連携された

社会

■物流システム全体を組み込んだ物流

MaaSサービスが提供される社会

【移動サービスの維持・確保】

・地方のモビリティ・サービスの存続危機

・地域公共交通を支援するビジネスモデル

や諸制度が硬直、連携不足

【交通安全の確保】

・重大事故の発生

・高齢者などの移動性低下

【データの連携・活用】

・実用的なデータ連携基盤の不足

・未成熟なデータコミュニティ

【人・車・モノの流れの適正化】

・生活道路への通過交通による事故発生、

賑わいの喪失、コミュニティ衰退

・物流業界の人依存と持続可能性低下

◆安全・安心・快適で多様なコミュニティ

が形成される社会

【全体ビジョン】 ★自由に自立して安全・快適に環境・人・まちに優しく、皆が、モノが、サービスが移動できるモビリティディバイドのない社会

人口減少 少子高齢化 DX技術の進展

社会環境の変化

ビジョンに対する社会課題

サブ課題Ⅳ

サブ課題Ⅴ

サブ課題Ⅰ

サブ課題Ⅱ サブ課題Ⅲ
ソフトインフラ・法制度
(デジタルサンドボックス、
社会的価値評価、物流効率化)

ピュア技術
(V2X、センサー、車両)

サブ課題Ⅰ～Ⅲを

支えるデータ連携基盤

モビリティ・サービス
への活用

賑わい空間・街路の
評価（例：宮崎）

LIPT、モビリティ知恵袋(仮)

法制度改正提言、
マーケットデザイン
（補助制度等）

インフラや車両への実装、
海外展開

海外
カウンターパート

国際的周知・新興国での先行実装
フィードバック・スタートアップ支援、
IABを通した照査・レビュー

生活道路での安全を提供

フィールドでの実践、
横展開のための指針
(社会実装、コミュニティ形成)



① 安全で自立的な移動を実現し、地域の課題解決に資するモビリティ・サービスの提供

② モビリティディバイドのない、持続可能で賑わいのある地域づくりへの貢献

1-2 サブ課題Ⅰ全体のビジョン

3

活動

目的地

モビリティハブ

【低密度地域】【地方都心中心部 / 大都市郊外】

細街路 / 生活道路
幹線道路

駅

バス停

モビリティハブ

小量乗合

（DRT）

（DRT/路線）

自家用車有償

小量乗合

タクシー相乗り

シェアリングサービス

みちの安全と賑わい

★誰もが徒歩５分以内で公共交通にアクセス★誰もが安心・安全にゆっくり歩ける空間

リ・デザイン計画指針

モビリティ資源把握

標準型自動運転車両

公共交通優先制御

アクセシビリティ指標

人材育成プログラム

社会受容性評価指標

コミュニティ形成手法

資源総動員チップス

実践ナレッジ・物語

実装

運営

評価

開発

実践

(実験)

診断

戦略

計画

【リ・デザインのプロセス】

ビジョニングとバリデーションの

強化・実質化等

地域モビリティ資源ダッシュボード

まちぐるみシミュレータ

デジタルツインサンドボックス



1-3 サブ課題Ⅰ全体の戦略

4

ステージゲート

(FY25)

SIP 終了時

(FY27)

SIP 終了後

(FY28 以降)

各モデル地域において

研究開発成果の

実質的な貢献を検証

プラットフォームを介して

各コンソの成果が相互に共有され、

各モデル地域における

モビリティ・サービスの質や持続力が向上

プラットフォームの拡大とともに

SIP の成果が他地域で活用され、

持続可能なモビリティ・サービスの

リ・デザインが面的に進展

【検証フェーズ】

【共有・共進化フェーズ】

【拡大・展開フェーズ】

地域交通のリ・デザイン

における人材育成と

コミュニティ形成の実践

モビリティハブを核とした

モビリティ・サービスの高度化

および評価指標の開発

高質空間の創出と

評価手法の構築および

計画論の体系化

サンドボックスを活用した

まちづくりにおける

協働と合意形成

（宮崎市）

（西尾市） （十和田市）

（東広島市）

モ
ビ
リ
テ
ィ
・
サ
ー
ビ
ス
の
成
熟
度

（X
R

L

）



1-4 サブ課題Ⅰ全体のロードマップ

① 安全で自立的な移動を実現し、地域の課題解決に資するモビリティ・サービスの提供

② モビリティディバイドのない、持続可能で賑わいのある地域づくりへの貢献

【ビジョン】

（再掲）

＜先行社会実装先＞ ＜アウトカム＞FY27末（終了時）FY24（2 年目）サブテーマ

⚫宮崎県

⚫宮崎市

⚫NTT都市開発㈱

⚫倉吉市

RD計画指針と評価手

法に基づき、安全で賑わ

いのある移動空間づくり

が他都市に拡大

⚫ RD計画指針骨子

⚫現況診断プロトタイプ

⚫障壁＆TIPS 収集

実践的なモビリティ・

サービスのリ・デザイン

(RD)

⚫愛知県

⚫西尾市

⚫名古屋鉄道㈱

モビリティハブを核にモビ

リティ・サービスの質と持

続力を向上させる手法

が各地に展開

⚫スマートモビリティハブ

⚫スマートチケッティング

⚫ LIPT-sim (DRT等対応)

⚫モビリティハブの建設

⚫チケッティングスキーム

⚫ LIPT-sim※2

(既存指標対応)

先進的モビリティシステ

ムを活用したスマート・

ディストリクトの構築

⚫広島県

⚫広島県警

⚫東広島市

⚫ JR 西日本㈱

高質な公共交通サービス

を軸とした包摂的なまち

づくり手法が各地に展開

⚫ まちぐるみSIMの運用

⚫地域モビリティ診断ガイドライ

ン運用

⚫ M-DTSBよる政策評価

⚫ インフラ協調技術実装

⚫ MODコミュニティ形成

⚫活動・交通シミュレータ

開発

⚫地域モビリティ資源ダッ

シュボード(DB)開発

⚫ インフラ協調技術実験

交流の場が集積する新

モビリティ指向型都市

の開発

⚫青森県、十和田市

⚫ニセコ・倶知安町

ナレッジのエコシステムが

機能し、モビリティ・サービ

スのリ・デザインを推進す

る持続可能なコミュニティ

が各地で進展

⚫人材育成 PG

⚫神田メソッド

⚫モビリティ知恵袋(仮)

(JMDS 連携版)

⚫ 人材育成プログラム(PG)

の設計

⚫ 神田メソッド※1体系化

⚫ モビリティ知恵袋(仮)-版

ナラティブで編まれる地

域交通コミュニティ形成

と人材育成プログラム

【IBS コンソ】

【名古屋大コンソ】

【広島大コンソ】

【筑波大コンソ】

⚫モビリティハブの検証

⚫チケッティングの検証

⚫ LIPT-sim (LIPT対応)

⚫ まちぐるみ SIM-版

⚫地域モビリティ資源DB

⚫ MODデジタルツインサンド

ボックス (M-DTSB)ーβ版

⚫ インフラ協調技術検証

⚫ MOD人材育成

⚫人材育成 PG の検証

⚫神田メソッドの検証

⚫モビリティ知恵袋(仮)

(独立Webサイト版)

FY25（中間時）

＜アウトプット＞

※1実践型コミュニティ育成手法

共同調査 素材提供 素材提供 モビリティ知恵袋（仮）の活用

事例提供

MODデジタルツインSBの活用

LIPT-simの実行環境は JMDS の デジタル・サンドボックス（DSB）上に構築

神田メソッドの活用

DB と LIPT-simの連携

※2 LIPT は公共交通による都市機能へのアクセシビリティ指標、

※2 LIPT-sim はその算出ツール名

MODデジタルツインSB

と LIPT の連携
DB と LIPT-simの連携

5

⚫ RD計画指針

⚫賑わい空間評価手法

⚫障壁＆ TIPS 集

⚫ RD計画指針素案

⚫障壁＆TIPS 集素案

⚫賑わい移動空間が

数都市で実装

TIPS活用



研究開発の

全体構造

大テーマ
地域交通の

人材育成＆コミュニティ形成

タスク
人材育成とコミュニティ形成の

仕組みづくり＆社会実装

対象の定義

コミュニティ 特定の地域内で活動するステークホルダー
（例：市民・民間事業者・役場・来訪者・外部関係者）

チーム 同じ目的意識をもって活動する仲間
（例：庄原MaaS検討協議会）

人材 地域内で活動する個人
（例：庄原商工会議所本平専務理事）

2-1 研究開発の全体構造
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事例

人材育成
プログラム

コミュニティ
育成手法

（神田メソッド）

モビリティサービス

リ・デザインの

実践知/暗黙知
の蓄積

事例

事例

事例

物語

コミュニティ

人材人材

暗黙知の
半形式知化

ガイドライン

カンファレンス
（MCDC）

物語化

物語化

教材として
活用

教材として
活用

還元

モ
ビ
リ
テ
ィ
人
材

育
成
の
場

TIPS

物語

モビリティ
知恵袋WEB

事例

事例

Avs
社会受容性
評価指標

還元

還元

還元

個々の事例にコミュニティと人材が
存在し，実践知と暗黙知がある

フ
ェ
ー
ズ
毎
の
連
携

ナレッジが回っていく「エコシステム」

言葉の定義

■形式知(明示的知識)：「客観的に捉えられる知識」「言葉や数式な

どの論理的構造で説明できる知識」 データも含まれる．

■暗黙知：経験や勘といった言語化が難しい主観的な知識：ex)この

まちではあの人にお伺いを立てないと．ex)職人技．タクシードライバーが

客をつかまえる勘

■集合知：ある共通の目的達成のために知を蓄積し活用すること．近

年はWEBを使った集合知の活用事例が増加．ex)いろんな事例を集め

て眺めて共通項を抽出するなど抽象化，一般化，体系化された知識・

知恵．

■実践知：実践の場で適切な判断ができる能力．理論的にうまくいか

ないことでも，その場の判断でうまくやる能力．ex) アドリブ力，長嶋

茂雄，臨機応変なリソース活用能力

ナレッジの種類と定義

1)知識：データ，論理的，無感情■IBS

2)知恵：経験含む，論理，知識をどう使うか●筑波大■IBS

3)物語：感情を伝える，心に訴えかける●筑波大

※別の言い回し例：論理(知恵)，論拠(データ)，情理(物語)

将来的にはJICA等と連携し，この「エコシステム」を
東南アジア・中南米等のコミュニティとも共有・共創していくことを目指す

2-1 研究開発の全体構造

コミュニティ
診断ツール

カリキュラム
マップ

Avs
エクステリア要件
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研究開発の全体構造

コミュニティ

育成

人材育成

コンテンツ

制作

＜問題意識＞ ＜研究開発＞

コミュニティ診断ツール

社会受容性評価指標

物語（ﾅﾗﾃｨﾌﾞ）
知見を搭載

＜提供価値＞

コミュニティの現状分析ができていない 01 神田メソッド
コミュニティの成熟フェーズを判別でき

適切なアプローチで先に進める

どのプログラムを受講すべきかわからない 04 カリキュラムマップ
適切なプログラム受講により効果的

な人材育成が可能になる

適切な教材やツールを見つけられない 05 モビリティ知恵袋
一元化管理共有により教材活用

が効率化かつ相乗効果が見られる

ひとりで学んでもコミュニティを動かせない 02 カンファレンス（MCDC）
チームで学ぶことでコミュニティ開発を

効果的に進めることが可能になる

どんな人材が必要かわからない 03 地域交通人材像
コミュニティの成熟段階に応じた

適切な人材活用が可能になる

2-1 研究開発の全体構造



⚫動かす人・コミュニティに着目したナレッジやエコシステムを構築し、自立的・発展的な地域課題解決を促す環境・土壌を創出

2-2 各研究開発テーマのロードマップ

提供価値サブテーマ

人材育成カ

リキュラム

人材育成プログラム

構築（旧19）

神田メソッド

コミュニティ育成手法

確立（旧15-2）

全国カンファ

レンス

（MCDC）

ナレッジフィードバック

の場・仕組みづくり

（旧15-1）

ナレッジ抽出・集約

（旧12･13･15・18）

地域モビリティ

活用GL

自動運転共

通指標

インタビュー・

物語蓄積
ナレッジの物語化

モビリティ知

恵袋

FY27末（終了時）FY24（2 年目） FY25（中間時） ＜先行ユーザー※＞ ＜アウトカム＞

⚫指標仮案分析、

試案構築

⚫国交省実験要件

への指標反映

⚫自治体、交通事業者

自動運転ベンダー

⚫地域の戦略的政策判断

の浸透、国際比較

⚫物語の意義共有化

（知恵袋等を通じて）

⚫物語蓄積

（完成２編／作成

中５編）

⚫蓄積追加

⚫物語共有の仕組

みづくり

⚫自治体、交通事業者

⚫関係民間事業者

⚫物語を通じ、地域モビリ

ティコミュニティの意義・意

味が業界関係者に浸透

⚫仕様確定

⚫国交省ススメへの掲

載等

⚫仮説構築

⚫検証中（3地

域）

⚫分析ﾊﾞﾘｴｰｼｮﾝ拡

大（東広島等）

⚫枠組みの確定

⚫青森県、十和田市

⚫ニセコ・倶知安町

⚫チーム編成開始地域

⚫地域モビリティコミュニティ

が機能することで、地域

課題の緩和が進む

⚫追加育成コンテンツ

検討

⚫ Cマップ完成

⚫業界ニーズ分析

⚫育成団体調査

⚫仮説ｶﾘｷｭﾗﾑﾏｯﾌﾟ

⚫ Cマップ実践検証

⚫現状資源でのC

マップ完成

⚫自治体、交通事業者、

コンサルタント若手

⚫その他企業等の育成

希望者

⚫育成方向・スピード適確

化、課題緩和が加速

⚫職業ｺﾐｯﾄﾒﾝﾄ向上、業

界活性化

⚫国交省ｽｽﾒ等掲載

⚫他コンソ統合的なツー

ル整理

⚫コミュニティ分析

ツールα版

⚫ XRL別ツール検討

⚫ Β版ツール公開

⚫MCDCにて活用

⚫他コンソGL連携

⚫青森県、十和田市

⚫ニセコ・倶知安町

⚫チーム編成開始地域

⚫地域モビリティコミュニティ

が機能することで、地域

課題の緩和が進む

⚫自走可能な形態を

構築JCOMM団体

参加の仕組み等）

⚫全国カンファレン

ス（MCDC）試

行

⚫効果検証

⚫継続拡大実施

⚫持続形試行

（JCOMM等連

動）

⚫青森県、十和田市

⚫ニセコ・倶知安町

⚫チーム編成開始地域

⚫個人力・コミュニティ醸成

⚫地域間理解深化による

相乗効果、業界活性・

魅力化

⚫国交省等他機関の

発信媒体として活用

⚫自走的に運営・情報

充実できる形の構築

⚫HP立ち上げ

⚫コンテンツ収集

⚫コンテンツの充実

⚫ターゲッティング、

情報連携試行

⚫自治体、交通事業者

⚫関係民間事業者

⚫その他推進組織

⚫利用者、一般市民

⚫関係者に注目されるプ

ラットフォーム化

⚫職業ｺﾐｯﾄﾒﾝﾄ向上、業

界活性化

⚫日本国内で活用

⚫海外へPR、波及

9



01

神田メソッド

問題意識

コミュニティの現状分析ができていない

（どの成熟フェーズで何に躓いているか）

研究方向性

コミュニティの成長仮説を構築し、

コミュニティ育成の方向性を実践検証

（神田メソッド）

SIPでの開発内容

・神田メソッド素案開発（庄原）

・他地域での水平展開試行

（奥入瀬・ニセコ）

2-3 研究開発の進捗／神田メソッド

SIPにて

新たに神田メ

ソッドを構築し、

水平展開を

試行中



2-3 研究開発の進捗／神田メソッド
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神田メソッド：仮説構築

BRL
モビリティシステム

の成熟度

( 持続可能性 )

コミュニティと人材の成熟度

Phase1

立ち上げ期

Phase2

組成期

Phase3

膨張・拡大期

Phase4

収斂・本質化

Phase5

自律化・持続化

コミュニティ育成手法

（神田メソッド）

• 新技術の導入を

試行

• 地域ニーズとシー

ズの結びつきは

弱い

• 実証を経て変

革・改善の手

応えを得る

• 実証が呼び水

となって参画者

が増える

• 既存メンバー間の信頼が

深まる

• 地域外からも関心のあ

るメンバーが参画

• 外部メンバーのリソースも

活用して規模拡大

• 中核となるメンバーがモビリ

ティによる課題解決の本質に

気づき、ビジョンを再定義し

て共有

• 方向性が合わないメンバーの

撤退も発生

• 地域主導でニーズとシーズを

マッチング

• 自律的かつ持続的な課題解

決の動きへ

●モビリティプロジェクトの成長プロセスの仮説
• 地域の課題解決（ニーズ）を解決に導く新たなモビリティ技術（シーズ）の社会実装に向けては，コミュニティの成長プロセスに応じたマネジメントやディレクション

が必要となる．

• このプロセスを，これまでのモビリティプロジェクトでの実践や現在進行中のモビリティプロジェクト（プレーヤーとして携わる）をレビューし，SIPプロジェクトで成長仮説

を構築

➔ステークホルダーの多さから，時期，アプローチが不透明になる時期（キャズム）があり，ここを乗り越えられずに終了するプロジェクトが相当数ある．

➔その上で，社会実装に向けて「道標」が重要であり，本成長プロセスは社会実装までの道標を示すもの．

キ
ャ
ズ
ム (

こ
こ
で
粘
れ
る
か
？)

方法論：既

往PJの集大成

コミュニティの

成長の上で

直面し，

超えなければな

らない障壁

多くの実証実

験はフェーズ２ー

３で終わる？

キャズムの超え方、

その後のマネジメント

の実践的知見が不足
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神田メソッド：仮説構築

●広島県・庄原地区でのコミュニティの進展経緯
• 既に進行中のプロジェクトにプレーヤーとして主体的に参画し，特に実践知見の蓄積が少ないPhase3〜5までのコミュニティ育成手法を実践検証

ŵ ȅ Ǟ¢ ǡ╗ ǛǊǙ
ǝɋȼɓȯȌǫǡ ǽ ǲȅ טּ

ŵ MaaS Ǟ¢AIȓɜȰɇɜȲ+GSMǡ

ŵAIȓɜȰɇɜȲǡ

ŵ ╓ ¢ web ǡǲ

ŵ◖☺AIȑɜȡɜ

ŵAIȓɜȰɇɜȲǡ

ŵ ╓ È É

ŵ◖☺AIȑɜȡɜ ÈȜȢȱ ¤ É

ŵȰºȨ¤ɋȼɓȯȌ È Ǳǚ É

ŵ ȹȢȅ Ʒǒ È ǡǡǔ É

ŵ ☺ ⱧǚǡGSMÈ Éǡ ◖

ŵMaaSȢȯºȠɐɜ
(ɋȼɓȯȌ¤ ȸȿ)ǡ

ŵȳȍȱȨȍɉȰɇɜȲǡ

ŵMaaSȢȯºȠɐɜǡ

-FY2018

FY2019

FY2020

FY2021

FY2022

FY2023

FY2024

Phase1

立ち上げ期

Phase2

組成期

Phase3

膨張・拡大期

Phase4

収斂・本質化

Phase5

自律化・持続化

ŵɋȼɓȯȌƾǼ ╓ǘǂǽǛ
Ʒƹ ǛǊǒȍɊºȡƾǼ¢
ǴǙǡ ȅ ǋ¢ɋȼ
ɓȯȌɀɖȡȐȘȱǡȜɜȤɀ
ȱȅ ǳ

ŵȜɜȤɀȱ (Ⱥºȭ)ǡ
ǐǡǵǡǡ Ǟ≥ ƿ ǂ

ŵȜɜȤɀȱ (Ⱥºȭ)ǡ
Ǟ Ǆ¢ȓɃɕºȠɐɜǡ
ȅטּ ǴǾ£

ŵ ╓ ǛɋȼɓȯȌǛǡ
Ǟ ǘǀ ǴǾ

ŵ È ╓ Éǡɀɕºɍº
ƿ Ǌ¢ɋȼɓȯȌ¢ɀɖ
ȡȐȘȱǡɊȴɎºƿ טּ

ŵ ȜɜȤɀȱǵ ƿǽȅ
ǎǾ

ŵ ɀɕºɍºǡ Ǟǻǽ¢
¤

ŵ Ǟ¢ ╓ǡ ȅ
Ǌ¢ ╓Ǟ ǝ ǽ ǲǞ
Ǌ ǴǾ

ŵ ╓ǡ ·ǝ ǫȜɈɎȴ
ȚºȠɐɜȅ ǽǝƿǼ ǴǾ

モビリティプロジェクトの実施事項（時系列） コミュニティ（庄原）の状況 (実践)必要なスキルと育成方法

ŵ ǞƵǖǒ ȅ ¤ Ǌ¢ ȅ
ǈǎǾ

ŵ ¤לּ ǡ ƿǚǀǾ

ŵ ╓ ¢ ȅ №Ǌ¢ǈǼǞ ǝ
ȅ ¤ ǚǀǾלּ

ŵ ǡȺºȭȅ ǚǀǾǻƹǞǌǾ

ŵ ╓ƿ ǌǬǀ ƾǼ ǿǍǞ¢ Ǜ
ȅ ǦǗǄǾ

ŵȼȡɐɜ¢ɈȬȠɐɜ¢ ¢ ȅ ǄǾ

ŵȜɈɎȴȚºȠɐɜ ȅ ǀ ǚǀǾ

ŵ↨ ǊǙȜɈɎȴȯȌǡȺȾȒºɇɜȢȅ ǚ
ǀǾ ȅ ǌǾ

・一般的なセミナーの受講(受動的）

・学会等へ参加し聴講

・他地域の類似事例の視察

・学会等へ参加し事例を発表

・モビリティセミナーの企画・開催誘致

・産官学横断交流イベントへの参加

・複数のコミュニティメンバーでの視察・議論

・コミュニティ横断ミーティングの企画・参加

・組織運営に関する学習・事例収集



持続的な取組、

自律的課題解決

に至るか？

BRL

SRL, HRL

モ
ビ
リ
テ
ィ
シ
ス
テ
ム

の
成
熟
度

( 

持
続
可
能
性)

コミュニティと人材の成熟度

利用減

人口減

観光GSM

AIデマンド実証

キャッシュレス

連携

貨客混載

MaaSステーション

アテンド活動

データ連携

ナイトタイム

デマンド

2017

人口とことん

会議

2019 2021 2022 2023 2024

交通の重要性の

共通認識

地域との信頼関係構築

一方、交通サービス提供の

難しさも実感？

今あるもので、

できる事手応え

交通事業者独自・連携の取組

（ちょこっとパス、どっちも割等）

ニーズの理解、

課題感・必要な

方向を共有

交通に回帰（ただし、地

域課題と強く連動）

今あるものを活かす

発想へ？

2-3 研究開発の進捗／神田メソッド
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●広島県・庄原地区の経緯整理

神田メソッド：仮説構築

キャズム：

外部プレイヤー

脱退・混乱

Phase1

בֿ

Phase2 Phase3

ḱ

Phase4

ḱ

Phase5

ḱ

メニュー多様化、

広がり

本質課題を整理、

必要な取組に

原点回帰

外部プレーヤーのセリフ

「あとは地元で頑張れ」

は禁句



2-3 研究開発の進捗／神田メソッド

14

神田メソッド：他地域での試行

（SRL）

ソ
ー
シ
ャ
ル
成
熟
レ
ベ
ル

交通課題

オーバー

ツーリズム

1970

●マネジメント

チーム？？

●個別認識
地域の交通課題について

関係者が個別に認識

●共通認識
惣辺バイパス開通・マイカー交通

規制の社会実験を機に認識が

広がる。奥入瀬（青橅山）バイ

パスを機に国が参入。

●事業参入・拡大
奥入瀬十和田利活用協議会の発

足を機に民間も含む多くの関係者が

参入。

●奥入瀬バイパス交通会議

●奥入瀬十和田利活用協議会

やらなければいけないこと：

・バイパス完成時に奥入瀬の運営体制の構築（環境保全と利活用の両立）

・新交通システムを含む各種サービスの実装、持続可能な観光の構築

・事業構想⇔社会実験の試行・フィードバックの積み重ね

・ターゲット層の絞り込み・明確化、奥入瀬フィールドミュージアムというブランド構築

懸念

・行政主導の弊害

⇒地域が自分事としてとらえない

⇒落としどころがあいまいで、議論

の繰り返しに

⇒ビジョンの共有・理解不足

⇒リーダーシップ人材がいない？

＜新サービスや実証実験・新規事業の一例＞

・交通規制 ・代替交通の運行 ・セグウェイ試乗

・コミュニティサイクル ・電動キックボード試乗

・グリーンスローモビリティ走行実験 ・自動運転走行実験

Phase1

בֿ

Phase2 Phase3

ḱ

Phase4

ḱ

Phase5

ḱ

1980 1990 2000 2010 2020 2024 ・・・・2030

奥
入
瀬
渓
流
区
間
交
通
規
制

惣
辺
バ
イ
パ
ス

着
工

惣
辺
バ
イ
パ
ス

完
成

奥
入
瀬
（
青
橅
山
）

バ
イ
パ
ス
着
工

奥
入
瀬
（
青
橅
山
）

バ
イ
パ
ス
完
成

国立公園内における

自動車利用適正化要綱

（バイパス建設・交通規制が明記）

「十和田八幡平

国立公園管理計画書」

（交通規制区間はEVバス）

●奥入瀬渓流利用適正化協議会

マイカー交通

規制開始

●奥入瀬渓流利活用検討委員会

●奥入瀬エコツーリズム

プロジェクト実行委員会

奥入瀬

ビジョン

第
Ⅲ
期
焼
山
バ
イ
パ
ス
？
？

事業構想

提言

策定

環境省+県+警察+協会といった行政

行政+一部の民間

有識者+国交省

行政多数+民間多数

⇒

キャズムで

ゲームチェンジの

きっかけが欲しい

バイパス、

利活用の

議論が進展



神田メソッド：他地域での試行

2-3 研究開発の進捗／神田メソッド
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（
Ｈ
Ｒ
Ｌ
）
関
係
者
ら
の
活
動
状
況

2022-23 2023-24 2024-25 2025ｰ30~2021-22

●有志会／立ち上げ

●有志会／視察等活動

●有志会／2年目メンバー拡大

交通対策事業の例

・タクシーニセコモデル実証

・パーク＆バスライド実証

・ワーカーバス実証

・AI配車システム実証

・タイミー参入

・スキーバック共同受け取り

※有志会：国交省共創人材育成プロジェクトとして2023年度・2024年度に実施。

ニセコエリアの観光系ステークホルダーを対象として交通課題解決に関心を持つ有志を

募集。オーバーツーリズムによる交通渋滞の解消や将来的な新幹線開業時の大量輸

送対策などをテーマに交通と観光の双方を考えることのできる人材育成を狙う。

●
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
開
通
（
時
期
未
定
）

Phase1

בֿ

Phase2 Phase3

ḱ

Phase4

ḱ

Phase5

ḱ

交
通
課
題
は
既
に
表
出

し
て
お
り
関
係
者
も
個

別
各
々
で
課
題
認
識
し

て
い
る
状
況

国
の
調
査
事
業
を
き
っ

か
け
に
交
通
課
題
の
実

態
が
整
理
さ
れ
公
に
課

題
が
共
有
さ
れ
た

交
通
課
題
解
決
に
向
け

て
国
や
民
間
な
ど
多
く

の
主
体
が
事
業
・
実
証

に
乗
り
出
し
て
き
た

個別認識

共通認識

入れ食い

状態

懸念

ビ
ジ
ョ
ン
共
有

の
重
要
性
な
ど

を
学
ん
だ
こ
と

を
き
か
っ
け
に

若
手
で
Ｗ
Ｇ
を

立
ち
上
げ

MCDC参加

WG立ち上げ明
確
な
ビ
ジ
ョ
ン
が
な

い
ま
ま
に
新
た
な
技
術

導
入
・
事
業
乱
立
し
て

い
く
と
空
中
分
解
す
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か

テコ入れ

空
中
分
解
せ
ず
密
度
濃
く

交
通
対
策
の
活
動
を
持
続

的
に
進
め
て
い
き
た
い
！

イマココ

●
新
幹
線
倶
知
安
駅
開
業
（
時
期
未
定
）キャズムがこれから来る

MCDCをきっかけに

本質化の議論に着手
交通課題

オーバー

ツーリズム
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神田メソッド：コミュニティ分析ツール作成

取組１

…

効果１

…

なぜ次の取り組みに

つながったか、

どうつながったかを分析

今後大事なこと

モ
ビ
リ
テ
ィ
シ
ス
テ
ム

の
成
熟
度( 

持
続
可
能
性)

xxxx年

取組２

…

Phase1

立ち上げ期

Phase2

組成期

Phase3

膨張・拡大期

Phase4

収斂・本質化

• 新技術の導入を

試行

• 地域ニーズとシー

ズの結びつきは

弱い

• 実証を経て変革・

改善の手応えを得

る

• 実証が呼び水と

なって参画者が増

える

• 既存メンバー間の信頼が深まる

• 地域外からも関心のあるメンバーが参画

• 外部メンバーのリソースも活用して規模拡

大

• 中核となるメンバーがモビリティによる課

題解決の本質に気づき、ビジョンを再

定義して共有

• 方向性が合わないメンバーの撤退も発

生

Phase5

自律化・持続化

• 地域主導でニーズとシーズ

をマッチング

• 自律的かつ持続的な課題

解決の動きへ

取組３

…

効果２

…

コミュニティの蓄積、

状況がどこに

該当するか？

フェーズを踏まえ、

次に何が重要か

考える

❶取組を列記・整理

❷各段階の結果・効果と

取組の展開の関係

（つながり）を振り返り

❸主な段階における

蓄積状況がどのフェーズに

該当するか考える

❹次の段階に行く上で、

フェーズの展開を参考に、

何が重要になるか考える

結果として、

今まで自分たちがやってきた

ことの意義を確認・共有し、

今後の展開を客観的に、関

係者で一緒に考えられる



02

カンファレンス

＜ MCDC*＞

問題意識

ひとりで学んで持ち帰っても

コミュニティを動かすことが困難

研究方向性

コミュニティを効果的に育成するために

複数人・組織横断で受講する

チームビルディングプログラムの開発

SIPでの開発内容

・MCDCの試行と検証

・次年度MCDCの企画検討

* : Mobility Community Development Conference

2-3 研究開発の進捗／カンファレンス

SIPにて

新たにMCDCを

企画・開発



A市

コミュニティ

人材人材

B町

コミュニティ

人材人材

C村

コミュニティ

人材人材

2-3 研究開発の進捗／カンファレンス

全国カンファレンス：MCDC試行

■Mobility Community Development Conference■これまでの人材育成プログラム

A市

コミュニティ

人材人材

人材育成系
カンファレンス

B町

コミュニティ

人材人材

C村

コミュニティ

人材人材

地域モビリティ

どうしたらいいか

わからない

上司に

行けと

言われて

もっとお仕事

成長したい

地域交通コミュニティ
育成カンファレンス

例： 交通系自治体職員， 観光系自治体職員， 福祉健康系自治体職員， 交通事業者， 地域の商店主， 住民， 学生

卒論の

勉強
何それ？

困ってる

けど．．

はじめまして

地元と

まったく状況

ちがう．．

各地域の

異業種チーム・

ビルディング

他地域から

アドバイス

もらえる

他地域の

課題を自地域

目線で考える

機会

地域に横串を

さす契機に

専門家の

アドバイス

もらえる

これまでにない「コミュニティ育成イベント」

個人的には

有益だけど

持ち帰ったら

職場で浮くかも

B町の異業種
人材が参加

共通のビジョン

が持てる

コミュニティの現場
活動にフィードバック

MCDC

MCDC



2-3 研究開発の進捗／カンファレンス

人材育成

コミュニティ

育成

コミュニティ

育成

全国カンファレンス：MCDC試行

19

参加者の

悩み共有

地元庄原

の取組紹

介

コミュニティ

活動実践者

の知恵伝授

庄原定例

研究会
アルコール入り

本音トーク

チームごとに今後の

コミュニティでの

アクションを考える



2-3 研究開発の進捗／カンファレンス

●もう少し議論の場が必要
・かっちりしゃべるより、小さいところから仲間をつ
くることを考える
・とりあえず、12月16日に今日のメンバーでの
会合を実施
・話しやすい行政と民間のメンバーで、飲みなが
ら作戦を練るのは大事

●少しずつ取組ながら、ビジョン・ミッションを具
体化する
・最終的にはビジョン的なものを
・地域では、「アジアナンバーワン」と言っているが
その中身は何なのか不明確
・このような場を通じて、アジアナンバーワンの中
身の認識を共有化する

●誰かが突破して場をつくる
・同じ奥入瀬だが、それぞれの取組、あくまで
県の取組、という認識が強い
・DMOも、市の予算で動いてる面が強い
・もう少し緩く、研究会のような形で、集まって
議論する場が必要
・まちづくりが好きな先生等の学を使う、地域
に入っているコンサルが自主的に場つくってい
くなど、誰かが突破する動きが必要

●ビジョンを来訪者にも共有できる工夫
・奥入瀬ビジョンは具体に共有されていない
・店がビジョンを説明をできるような仕組みづく
りも必要

●人口問題を考える会を振り返る
・人口問題の会からはじまり、MaaSをはじめ、企
業・働く場所の見える化、創業塾、スマート農業、
古民家の改修利用等をやって来た
・しかし、観光はDMO・市に閉じた形となり、会議
所だけではマンパワー足りない
・人口問題の会の同窓会のような形で、改めて何
が必要だったか考えることが必要

●持続的な運営組織を考える
・特定の分野に特化せず、横ぐしで、行政主導で
はできないことをやる組織が必要
・官民学が出資し、まちづくり会社のような形を作
ることが必要
・企業が人材育成も兼ねて人材派遣することも

＜ニセコ＞

＜奥入瀬＞

＜庄原＞

全国カンファレンス：MCDC試行
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官民有志で

話す場をつくり、

ビジョンを具体化

行政だけでない

動きを誰かが作っ

ていくことが必要

民と官で連携して

持続的に回していくこと

ができる仕組み構築へ



2-3 研究開発の進捗／カンファレンス

・他地域の方が自地域の問題、課題に対し、意見、アドバイスをもらえる場は大切だと思います
・各地域の人々が混ざりあって議論する機会がもっと多いと良いと思います
・森田さん、内藤さんのような自らの熱意や力で切り開いていった方々の事例
・2~3日、もう少し時間をかけて実施したい
取り組み実施の様子も合わせて視察したい

Q．有効と感じた点 Q．ﾓﾋﾞﾘﾃｨｺﾐｭﾆﾃｨ形成に必要な仕組み

Q．今後、このような議論の機会・場を設ける場合、どのような工夫をすべきか

＜結果・考察＞
・地域間でのコミュニケーション、連携を深めていくことは、
一定のニーズある可能性
・庄原での民間を中心としたコミュニティの取り組みが他
地域の刺激に：地域ごとの課題状況にあわせたマッチ
ングを図ることがポイント
・レベル・状況が離れすぎると参照、具体が考えにくくな
る：先進的な情報での刺激と、地域にあわせた実践の
バランスも必要

＜今後の展開イメージ＞
・引き続き、数地域での連携の場づくりを行い、より効
果的・持続的な形態を探る
⁻ナレッジ（物語、診断ツール等）と連動させながら、
評価・参照し、次の展開を促す機会として、機能さ
せる（一定の型化を行う等）
⁻対象地域を拡大させながら、効果的な組み合わせ
パターンの模索、検証
⁻地域を混ぜたディスカッションの試行
⁻民間事業者、企業等の提案・マッチングの試行 等

参加者アンケート

R6全国カンファレンスの成果

全国カンファレンス：MCDC検証
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10

7

7

7

1

0

0 2 4 6 8 10 12

自分たちの取り組みを客観的に見たり、どう…

広い視点で、新しい視点から、どう行動・活…

他地域の苦労、実情を知ることができる

先進的な取り組みを実施しているプレイヤー…

他地域で、頑張っている人と話しをすること…

その他

有効と思うものは特にない

グラフ タイトル

7

4

4

4

2

2

0

0

0 2 4 6 8

プロデュース人材を地域の中から育成していく…

相談したい先進地域等と接続してくれる場、…

多様な刺激、議論ができる機会

企業との連携

地域の各組織に不足している人材・能力を…

壁に当たった時に、気軽に参照できる他地…

プロデュース人材を派遣してくれる仕組み

その他

グラフ タイトル

他地域の苦労、
実情を知ることができる

先進的な取組を実施する
プレイヤーと繋がる

自分たちの取組を
客観的に見て、考えられる

新しい視点から、
どう活動すべきかを考えられる

他地域で頑張っている人と
接し、元気をもらえる

ない

その他 ﾌﾟﾛﾃﾞｭｰｽ人材を
派遣してくれる仕組み

ﾌﾟﾛﾃﾞｭｰｽ人材を地域か
ら育成する仕組み

組織に不足する人材を
育成、供給する仕組み

壁に当たった時に
参照できる他地域の情報

相談したい先進地域等と
接続してくれる仕組み

多様な刺激
議論ができる機会

企業との連携

その他
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マッチング拡大、

工夫をしながら、

形態具体化

地域の課題状況

を踏まえた組合せ

が重要自分の地域コミュニティについて

客観的どうすべきか考えられる

機会として高い評価
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• 本SIP研究課題で，コミュニティ育成手法の試案を構築し，試

行実施

• コミュニティの育成と，そこに参加する自在の育成を同時

に図る

• 育成プログラムの成果として，「共通のビジョン定義の重要性」，

「官民一体で地域をマネジメントする組織の必要性」を，コミュニ

ティメンバーが共通で認識する効果を与えることが確認．

• 従来の個人向け研修では気づかない成果

2-3 研究開発の進捗／カンファレンス

全国カンファレンス：MCDC結果

SIPの成果が

地域で注目！

2025 9

MCDC
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カリキュラム

マップ

問題意識

どんなプログラムを受講すべきかわからない

（どのレベルの人は何を受けるべきか？）

研究方向性

地域交通人材のペルソナ・レベル別に

適切な教育カリキュラムマップを構築

SIPでの開発内容

・既存プログラム研究の効果

分類・体系的に整理

・カリキュラムマップ素案構築

2-3 研究開発の進捗／カリキュラムマップ

SIPにて

プログラムの分類を

行い、カリキュラム

マップを検討
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人材育成カリキュラム：育成団体調査

⚫育成団体調査

✓ 下記のA)，B)のいずれかを満たす取組み（プログ
ラム・イベント）をHP 上で探索的かつ継続的に収
集した。

✓ A) 地域公共交通をテーマに，定期的に開催・実
施されている

✓ B) （地域公共交通より広い分類の）都市交通
計画をテーマに，定期的に開催・実施されていて，
地域公共交通をテーマとする回や科目等がある

開催時期 開催期間 参加費 内容

Я
Ў
Ц

Є

р
ϯ

Ф
ʾ
Ӳ
ⱱ

1 JCOMM 8月 2日 ¥3,000 MM関係者が一堂に会した情報共有・意見交換

2 （公社）日本交通計画協会［エッセンシャル・セミナー］ 不定期 ２～3時間 無料 交通計画に関するトピックを講義形式で

3 くらしの足をみんなで考える全国フォーラム 10月 2日 ¥3,000 くらしの足に関する課題解決のヒントを得る場

4 人と環境にやさしい交通をめざす協議会 不定期 1日 ¥2,000 相互理解と問題意識の共有を目的とした場

5 エコモ財団 EST創発セミナー 5月、11月 1日 無料 ESTの実現に向けて講演・パネルディスカッション

6 IBS MM技術講習 10月 2日 ¥12,000 モビリティ・マネジメントの技術講習

7 再生塾［基礎編］ 5月 1日 ¥4,000 持続可能なまちと交通を目指した1dayセミナー

8 Ｑサポ 不定期 1日 ¥1,000 地域公共交通に関する自由な意見交換

9 コモゴモ 不定期 1日 ¥2,000 他分野の専門家のモビリティ分野への越境を促す

10 ӽῖ χϺЊϬᶘϐ› ꜠ЈЬЗ˔ 不定期 2日 無料 明日から何かを始めてみようという気になるセミナー

꜡
ᶍ

11 運輸局セミナー 年１～２回 1日 無料 運輸分野における補助制度などの知識を講義

12 JCoMaaS 通年 2時間 ¥150,000 産官学におけるMaaSに関する知の共有

13 再生塾［イブニングセミナー］ 不定期 2時間 無料 モビリティに関する様々な話題を紹介

14 再生塾［技術セミナー］ ９月 1日 ¥10,000 地域公共交通政策立案のためのデータ分析

15 再生塾［議員セミナー］ ８月等 1日 ¥20,000 地方議員を対象とした地域公共交通政策セミナー

16 国土交通大学校 ８月等 数日 無料？ 国道交通省の総合的な研修機関

17 全国建設研修センター 4月、11月 数日
7万円程

度
行政担当者を対象としたテーマ別セミナー

じ
っ
く
り
議
論

18 公共交通マーケティング研究会 不定期 数時間 公共交通の課題にマーケティングの考え方を適用

19 地域公共交通コーディネーター・プロデューサー養成プロジェクト 10～1月 190分ṋ8回 無料 地域公共交通に関する基礎的な知識を講義

20 エコモ財団 地域の交通環境対策推進者養成研修会 ９月 3日 ¥5,000 現地見学を踏まえた政策課題検討

21 再生塾［アドバンスドコース］ 8～12月 5日 ¥20,000 フィールドを対象とした改善策の検討・提案

みんなで

議論
22 年1回 2日 無料 地域公共交通のコミュニティ形成を実践

✓ 実施されている人材育成事業のプログラムの数と

名称

✓ 収入：受講料計、公的資金（行政予算、補助

金）、民間資金（賛助会員等）、その他

✓ 支出：講師謝金、会場費、その他備品、広報費、

事務人件費、その他

✓ 人材育成事業に関する課題・お困り事

✓ 実施されてるプログラム毎に：セミナー名、目的・対

象、プログラム（時間割・講師等）、開催日数、

実施時期、定員、受講料、開講年

調査対象プログラム

調査項目

既存の人材育成

プログラムを

抽出・レヴュー

2-3 研究開発の進捗／カリキュラムマップ
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JCoMaaS

9

25

人材育成カリキュラム：仮説カリキュラム・マップ構築

⚫研究開発成果の先行ユーザーとして政策決定者（基礎自治体）、政策立案支援者（コンサルタント）、運輸

事業者を設定し、既存の人材育成プログラムを効果的に組み合わせた仮説カリキュラム・マップを構築した。

研究開発成果の

先行ユーザー

政策決定者

（基礎自治体）

政策立案支援者

（コンサルタント）

運輸事業者

知識獲得 じっくり議論

見識アップ

4 11

8

5

EST
5 11

JCOMM 8

10

IBS MM 10

9

8 12

10 1

モチベーション

アップ・維持
みんなで議論

チームビルディング

2-3 研究開発の進捗／カリキュラムマップ

MCDC
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JCoMaaS

9
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人材育成カリキュラム：仮説カリキュラム・マップ構築

⚫研究開発成果の先行ユーザーとして政策決定者（基礎自治体）、政策立案支援者（コンサルタント）、運輸

事業者を設定し、既存の人材育成プログラムを効果的に組み合わせた仮説カリキュラム・マップを構築した。

研究開発成果の

先行ユーザー

政策決定者

（基礎自治体）

知識獲得 じっくり議論

見識アップ

4 11

8

5

EST
5 11

JCOMM 8

10

IBS MM 10

9

8 12

10 1

モチベーション

アップ・維持
みんなで議論

チームビルディング

2-3 研究開発の進捗／カリキュラムマップ

MCDC
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JCoMaaS

9
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人材育成カリキュラム：仮説カリキュラム・マップ構築

⚫研究開発成果の先行ユーザーとして政策決定者（基礎自治体）、政策立案支援者（コンサルタント）、運輸

事業者を設定し、既存の人材育成プログラムを効果的に組み合わせた仮説カリキュラム・マップを構築した。

研究開発成果の

先行ユーザー

政策立案支援者

（コンサルタント）

知識獲得 じっくり議論

見識アップ

4 11

8

5

EST
5 11

JCOMM 8

10

IBS MM 10

9

8 12

10 1

モチベーション

アップ・維持
みんなで議論

チームビルディング

2-3 研究開発の進捗／カリキュラムマップ

MCDC
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JCoMaaS

9
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人材育成カリキュラム：仮説カリキュラム・マップ構築

⚫研究開発成果の先行ユーザーとして政策決定者（基礎自治体）、政策立案支援者（コンサルタント）、運輸

事業者を設定し、既存の人材育成プログラムを効果的に組み合わせた仮説カリキュラム・マップを構築した。

研究開発成果の

先行ユーザー

運輸事業者

知識獲得 じっくり議論

見識アップ

4 11

8

5

EST
5 11

JCOMM 8

10

IBS MM 10

9

8 12

10 1

モチベーション

アップ・維持
みんなで議論

チームビルディング

30 40

2-3 研究開発の進捗／カリキュラムマップ

MCDC



2-3 研究開発の進捗／カリキュラムマップ

1 2

JCoMaaS

9

29

人材育成カリキュラム：仮説カリキュラム・マップ構築

⚫地域公共交通政策に関心のある30代男性が、各既存プログラムを、2023年10月～2025年1月にかけて受講す

ることにより、カリキュラム・マップの有効性を検証した

研究開発成果の

先行ユーザー

知識獲得 じっくり議論

見識アップ

4 11

8

5

EST
5 11

JCOMM 8

10

IBS MM 10

9

8 12

10 1

モチベーション

アップ・維持
みんなで議論

チームビルディング

30

2024 6 10

2023 10 12
2024 6 10

2024 9
2025 1

2025 1

2025 1

2024 8

2024 9
2024 9
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Phase1

立ち上げ期

Phase2

組成期

Phase3

膨張・拡大期

Phase4

収斂・本質化

Phase5

自律化・持続化

(実践)必要なスキルと育成方法

ŵ ǞƵǖǒ ȅ ¤ Ǌ¢ ȅ
ǈǎǾ

ŵ ¤לּ ǡ ƿǚǀǾ

ŵ ╓ ¢ ȅ №Ǌ¢ǈǼǞ ǝ
ȅ ¤ ǚǀǾלּ

ŵ ǡȺºȭȅ ǚǀǾǻƹǞǌǾ

ŵ ╓ƿ ǌǬǀ ƾǼ ǿǍǞ¢ Ǜ
ȅ ǦǗǄǾ

ŵȼȡɐɜ¢ɈȬȠɐɜ¢ ¢ ȅ ǄǾ

ŵȜɈɎȴȚºȠɐɜ ȅ ǀ ǚǀǾ

ŵ↨ ǊǙȜɈɎȴȯȌǡȺȾȒºɇɜȢȅ ǚ
ǀǾ ȅ ǌǾ

・一般的なセミナーの受講(受動的）

・学会等へ参加し聴講

・他地域の類似事例の視察

・学会等へ参加し事例を発表

・モビリティセミナーの企画・開催誘致

・産官学横断交流イベントへの参加

・複数のコミュニティメンバーでの視察・議論

・コミュニティ横断ミーティングの企画・参加

・組織運営に関する学習・事例収集

知識獲得

例：運輸局

セミナー

じっくり議論

見識アップ
例：再生塾ｱﾄﾞﾊﾞﾝｽﾄﾞｺｰｽ

モチベーション

アップ・維持

例：再生塾基礎編

みんなで議論

チームビルディング

例：MCDC

ăɀɖșɒɉǡȹɓȑºȠɐɜȅ Ǳƻǒ ǝ   ǝ ¤ ꞌ ǞǗƷǙ ȅ ǴǾ

人材育成カリキュラム：神田メソッドフェーズを意識した各プログラムの参加・活用イメージ

2-3 研究開発の進捗／カリキュラムマップ

╓Ɋɜȹº

נּ

נּ

נּ

ȾȌºɔȲ

╓
Ɋɜȹº

נּ

נּ
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モビリティ知恵袋
（WEBプラットフォーム）

問題意識

適切な教材やツールを見つけられない

（情報一元化や紹介する仕組みが必要）

研究方向性

学習に活用可能な教材・ツール等を

一元管理・共有できるWEBプラットフォーム

を構築

SIPでの開発内容

・WEBページを構築

・搭載する教材・ツール等を制

作、収集（随時）

2-3 研究開発の進捗／モビリティ知恵袋

SIPにて

新たにWebページを

構築、発信中



2-2 研究開発の進捗／ナレッジフィードバックの場・仕組みづくり

①知ろう・調べよう・楽しもう

②物語を感じて、新たな物語を生み出そう

③ツールを使い実践してみよう

④学ぼう、伝えよう、繋ごう

●世界Mobility News 【稼働中】

●総動員チップス（国外編）【稼働中】 ※IBSコンソ連携

●総動員チップス（国内編）【R７年度実装】 ※IBSコンソ連携

●モビリティの導入改善やMMの参考となる図書・論文【稼働中】

●人物にまつわる物語 【稼働中】

●地域モビリティ物語 【稼働中】

●Mobility Managementツール【稼働中】

●コミュニティ状況診断ツール【R7年度実装】

●セミナー・イベント情報 【稼働中】

●活用可能な事業 【R7年度実装】

モビリティ知恵袋：HP立ち上げ

32
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モビリティ知恵袋：HP立ち上げ
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①知ろう・調べよう・楽しもう

●世界Mobility News ●総動員チップス（国外編） ※IBSコンソ連携
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モビリティ知恵袋：HP立ち上げ
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①知ろう・調べよう・楽しもう

●モビリティの導入改善やMMの参考となる図書・論文
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モビリティ知恵袋：HP立ち上げ

35

②物語を感じて、新たな物語を生み出そう

●地域モビリティ物語●人物にまつわるビリティ物語
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モビリティ知恵袋：HP立ち上げ

36

④学ぼう、伝えよう、繋ごう

●セミナー・イベント情報

③ツールを使い実践してみよう

● Mobility Managementツール



⚫ SIP包摂的コミュニティのTWRコンソと健幸ものがたり構築・共有の仕組みで連携

⚫ SIPスマモビIBSコンソとの連携

• チップス集とインタビュー調査同行，文字おこしテキスト共有などの連携を実施

•知恵袋における情報発信の連携

2-4 他コンソ・他課題・関係省庁との連携状況

SIPスマモビの筑波大ナラティブコンソの「物語」構築と共有の仕組みを，

SIP包摂的コミュニティのTWR(つくばウェルネスリサーチ)の研究課題に応用し，

見附市物語構築と共有を行い，研修会の冒頭に使いたい，市民にも周知

したいなど，たいへん好評を得ている．これらはモビリティ値手袋に掲載予定．

1

1

見附市健幸まちづくり物語

IBSチップス

・幅広い地域特性での取組

・課題分類ごとの取組

ナ
ラ
テ
ィ
ブ

・
経
緯
・
因
果
関
係

・
フ
ェ
ー
ズ
、
局
面
の
ポ
イ
ン
ト

・
動
か
す
体
制
、ｺﾐ

ｭ
ﾆ
ﾃ
ｨ

の
工
夫

ここも推測・解釈？でき

るように？

モビリティ知恵袋

での情報連携
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2-5 研究開発に対するコンソ外機関等の貢献

38

項目 協力者 内容 備考

自動運転社会的受容標準指標構

築のための調査対象地

青森県庁・十和田市

日立市・みちのりHD

当別町

アンケート調査に協力 国交省自動車局（地域公共交通

確保維持改善事業費補助金）

国交省道路局（路車協調システム

及び走行空間の技術的検証を目

的とした自動運転実証実験）

自動運転バスエクステリアの検討 国立交通安全環境研究所 エクステリアの検討に助言 内閣府SBIR

物語の構築

（各インタビュイー）

再生塾・見附市関係者・その他 インタビュー調査、完成テキスト確認

に協力

必要とされるモビリティ人材分析 JCOMM参加者 アンケート調査回答協力

人材育成カリキュラム検討 全国の地域人材育成プログラム実

施者（16団体22プログラム）

活動状況アンケート調査回答協力、

情報提供

展開先 政策の立案・実行の内容 備考

庄原MaaS検討協議会

（広島県庄原市）

・R6実証実験を踏まえた、振り返りの場づくり、今後の展開の体

制についての関係者での議論を展開

国交省総政局（共創MaaS

実証プロジェクト）

奥入瀬十和田利活用協議会

（青森県・十和田市）

・行政だけでない推進体制のあり方について検討を実施

仮称：ニセコビジョンワーキンググループ

（北海道倶知安町）

・官民の有志での意見交換の場づくり、ビジョンについての議論

を開始

国交省総政局（共創MaaS

実証プロジェクト）

研究の協力者

フィールド展開先
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